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5 かしはら市議会だより

る
。
こ
の
制
度
の
廃
止
を
国
に
求

め
る
こ
と
を
提
案
し
反
対
す
る
。

平
成
26
年
度
橿
原
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

日
本
共
産
党

基
金
を
取
り
崩
し
、
県
下
12
市

の
中
で
も
最
も
低
い
保
険
料
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
特
養

の
待
機
者
は
、
平
成
24
年
４
月
段

階
で
５
５
１
人
で
、
介
護
施
設
に

つ
い
て
は
、
不
十
分
な
状
態
で
あ

る
。介
護
施
設
の
さ
ら
な
る
増
設
、

そ
し
て
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
保

険
料
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
を
提

案
し
反
対
す
る
。

平
成
26
年
度
橿
原
市
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

日
本
共
産
党

収
入
の
低
い
方
ほ
ど
負
担
の
重

い
消
費
税
が
含
ま
れ
、
４
月
か
ら

は
５
％
か
ら
８
％
に
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
消
費
税
を
価
格
に

転
嫁
し
な
い
こ
と
と
、
豊
田
・
土

橋
方
面
へ
の
下
水
道
管
路
の
計
画

を
立
て
、
早
期
に
下
水
道
整
備

し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
反
対
す

る
。

平
成
26
年
度
橿
原
市
駐
車
場
事

業
特
別
会
計
予
算

日
本
共
産
党

平
成
30
年
ま
で
起
債
の
償
還
が

続
く
畝
傍
御
陵
前
東
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
経
営
努
力
を
し
て
い
る

も
の
の
、
市
の
駐
車
場
会
計
を
悪

化
さ
せ
て
い
る
。
安
易
な
箱
モ
ノ

駐
車
場
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
提
案
し
反
対
す
る
。

平
成
26
年
度
橿
原
市
上
水
道
事

業
会
計
予
算

日
本
共
産
党

収
入
の
低
い
方
ほ
ど
負
担
の
重

く
な
る
消
費
税
が
価
格
に
転
嫁
さ

れ
て
い
る
。
４
月
か
ら
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
消
費
税
を
価
格
に

転
嫁
し
な
い
こ
と
を
国
に
求
め
て

い
く
こ
と
を
提
案
し
反
対
す
る
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
１
人
が
、
平
成
26
年

３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
地
方
税
法
第
４
２
３

条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

後
任
者
と
し
て
菅す

が
わ
ら原
直な

お
み美
氏

（
新
賀
町　

35
歳
）
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

要
望
書

　

平
成
25
年
12
月
定
例
会
以
降
、

平
成
26
年
３
月
定
例
会
ま
で
に

市
議
会
議
長
宛
に
次
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
、
全
議
員
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
勤
労
青
年
教
育
の

あ
り
方
に
関
す
る
要
望
書

日
本
青
年
団
協
議
会

会
長　

立
道
斉
氏
提
出

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

法
（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る

陳
情
書

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

要
求
同
盟
奈
良
県
本
部

田
辺
実
氏
提
出

重
要
５
品
目
の
聖
域
す
ら
守
れ

な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
交
渉
参
加

か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
お
願
い

農
民
運
動
奈
良
県
連
合
会

会
長　

森
本
吉
秀
氏
提
出

「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」

採
択
に
関
す
る
陳
情
書

奈
良
弁
護
士
会

会
長　

以
呂
免
義
雄
氏
提
出

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す

る
陳
情
書

奈
良
肝
臓
友
の
会

会
長　

南
口
好
英
氏
提
出

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
大
阪
原
告
団
・

弁
護
団　

原
告
団
代
表

　

弁
護
士　

長
野
真
一
郎
氏

薬
害
肝
炎
訴
訟
大
阪
原
告
団
・

弁
護
団　

原
告
団
代
表

武
田
せ
い
子
氏

弁
護
士　

山
西
美
明
氏
提
出

今定例会には、意見書・決議４件が議員から
提出され、審議した結果、３件が可決されま
した。なお可決された意見書・決議は議長名
をもって関係機関へ提出いたしました。

可決された意見書

◇ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成
の拡充を求める意見書
（内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参
議院議長あて提出）

◇食の安全・安心の確立を求める意見書
（内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働
大臣、農林水産大臣、厚生労働大臣、国土交通大
臣、内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）
あて提出）

◇奈良県にリニア中央新幹線を！中間駅の早
期決定を求める決議
（橿原市長、大和郡山市あて提出）

否決された意見書

◇特定秘密保護法の廃止を求める意見書

議員提出案件

意 見 書意 見 書
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